
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本施策を、組合員・社員の雇用確保と安全第一の職場風土を確立するものとすること。 
確認事項 雇用を失うことはない。本施策で、安全の維持・向上を図っていく。 
 

JR東労組の主張 会社の主張 

〇「社員の減少もあり、より効率的な業務遂行体制を構築す

ることにより経営体質を強化すること」が本施策の目的のひ

とつとされている。本施策が、組合員・社員の雇用確保が大

前提であるべきだ。 

〇社員の減少、少子高齢化、鉄道を利用する方が減少傾向。

柔軟な働き方でどのように体制をつくるか。安全・サービスレ

ベル向上。雇用を失うことは認識していない。ヒトならではの

仕事をつくりたい。 

〇「安全はトッププライオリティーであり、本施策においても

安全は維持・向上させていく」と会社は回答している。その前

提として、安全第一の職場風土、安全第一で仕事に集中でき

る環境を会社が率先して確立していくべきだ。 

〇安全の観点で言えばトッププライオリティ。施策によって蔑

ろにすることはない。システム的に置き換えるものはおきか

え、安全の維持・向上を図っていく。 

 

２．本施策に対し、前向きに取り組む組合員・社員一人ひとりが、働きがいを感じながら、 

それぞれの能力を発揮し、様々な価値の創出に資すると共に、自らの将来を明確に描 

けるものとすること。 
確認事項 組合員・社員と管理者が普段的にコミュニケーションを取り、キャリアプランを把握する。 

       新たな業務を担う場合、不安解消に努めると共に、教育体制を構築していく。 
 

〇組合員・社員が働きがいを感じながら、その能力を十分に

発揮することが必要だ。 

〇お客さまのニーズを把握できるのは現場である。お客さま

に近い場所で社員の発想力を生かしながら、安全やサービス

レベルの向上を図っていく。 

〇キャリアプランを自発的に描くこと。そのためには、組合

員・社員と管理者によるコミュニケーションが前提だ。 

〇年１回の自己申告書による面談を実施するが、普段的なコ

ミュニケーションは必要だ。しかし、必ずしも本人の希望が叶

うわけではない。任用の基準に則り判断する。 

〇本施策で社員の創意の発揮、自己の成長、働きがいの向上

を実現していくとされている。水戸支社としては具体的に何

をするのか。水戸支社の特情を考慮すべきだ。 

〇１０月１日以降、土浦・水戸・勝田営業統括センターが発足す

る。いわきエリアも支社内で検討しながら来年６月に向けて

体制を考えていきたい。地域の発展＆鉄道の安全安定輸送

を図りたい。大枠を決めるのは本社だが、最終的には支社・

現場である。地域との特情を勘案しながら業務執行体制を決

めていきたい。 

〇前向きに取り組む組合員・社員にはしっかり寄り添い、社

員一人ひとりの将来像を明確に描けるようにすべきだ。 

〇ヒトならではの仕事に注力したい。企画業務を担いながら

社員も成長してもらいたい。 
 

３．事故や事象が発生した場合には、再発防止に向け、責任追及ではなく原因究明できる 

組織体制とすること。 
確認事項 原因究明・背後要因などを行い、再発防止に努めていく。 

       事故・事象を正しく報告正しく伝えられる職場環境が必要。そのためには組合員・社員と管理者 

による普段的なコミュニケーションが必要。 
 

〇この間にも新地駅でのドア扱い不良や速度超過が疑われ

た事象で、組合員からの正確な報告に踏まえ、調査した結果、

真相が究明され、原因もはっきりし、当該の組合員も原因や

対策に向き合い、ドア扱い不良に関しては、同様の事象を発

生させないために、前向きに努力してきた。その大前提は本

人が真実を語ることのできる職場風土、組合員と会社との信

頼関係が重要だ。 

〇事象を発生させた場合、正しい報告が必要。社員・管理者

も同様である。事象を正しく伝えられる環境づくりは必要。そ

のためには普段的なコミュニケーションが重要。 

また、事故の前にも対策が必要。事故が起こりそうなことも

対策が必要。なんでも話し合える職場環境づくりが必要であ

る。 
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